
　2023[令和5]年度がはじまり半月あまりが過ぎました。コロナ緩和の雰囲気が広がり、かつてのような
学校の姿、小中学生の生活が戻りつつあります。懐かしい気がする反面「学校に無くても済んだあれこ
れ」を復活させる動きがみられ、業務改善･縮減への逆行となっています。また各地で常態化する「教育に
穴が空く」教員未配置問題は深刻です。学校がブラック職場だとの認識が広まり教職を目指す学生が減少
する中、教員の過重労働を減らすことこそが焦眉の課題です。愛教労は7年越しのこの課題を打開するた
め、最大の教員不足対策はみんなが組合に入ることだと位置付け、運動を展開していきます。 
　併せて、国政の場では国民生活の基盤である教育･保育･福祉･介護･医療･年金……などの予算が大幅に削
減されています。今後5年間で43兆円もの軍事･防衛費が安保三文書に沿って予算化されたためです。この
敵基地攻撃能力保有は近隣国との軍事緊張を高める道であり、憲法の平和主義を自ら踏みにじる政治に他
なりません。かつて「教え子を戦場におくってしまった」教師たちの教訓を生かし、不滅のスローガン「教
え子を再び戦場に送らない」を生かす行動をとろうではありませんか。　　　【愛教労議長：岩澤弘之】 
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戦争反対！暴力反対！

小中学校の職場は変わったか？

第338号 
2023年4月28日

【　2023年度初め　愛知県内各教労の運動の成果　】 

・職場交渉で、休憩が取れなかった時間を割振り変更簿に記録し、割振り変更す
ることに。【知多】 

・公務員就職時の「宣誓」を、不祥事防止のためという名目で形を変えて全職員
に再度提出させようという動きを阻止。【尾張旭】 

・中学校の最終下校時刻を最も遅い夏季で17:00に設定。【三河･知多】 

・「職員会議等において実施計画等の文書で示された業務は校長による職務命令
である」との県教見解に沿って、各地で職場交渉を実施。適切な割振り変更を求
めた。

新学期開始 
から半月


